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く
る
み
ん
認
定
制
度

と
は

　

く
る
み
ん
認
定
制
度
は
、
２
０
０
５

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
（
以
下
「
次
世
代

法
」
と
い
い
ま
す
）
に
基
づ
き
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
次
世
代
法
は
、
日
本
の
急

激
な
少
子
化
の
進
行
に
対
応
し
て
、
次

代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育

成
を
支
援
す
る
た
め
に
施
行
さ
れ
た
法

律
で
す
。

　

次
世
代
法
に
よ
り
、
常
時
雇
用
す
る

従
業
員
が
１
０
１
人
以
上
の
企
業
は
、

従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図

る
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」
を
策

定
・
届
出
し
、
一
般
へ
公
表
、
従
業
員

へ
周
知
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
（
１
０
０
人
以
下
の
企
業
は
努

力
義
務
）。
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
と

は
、
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
の
名
称
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
①

ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

を
指
し
ま
す
。

①�　

期
間
の
定
め
な
く
雇
用
さ
れ
て
い

る
者

②�　

過
去
１
年
以
上
の
期
間
に
つ
い
て

引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
、
ま

た
は
雇
入
れ
時
か
ら
１
年
以
上
引
き

続
き
雇
用
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
者

　

当
初
は
２
０
１
４
年
度
末
ま
で
の
時

限
立
法
で
し
た
が
、
引
き
続
き
子
ど
も

が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
育
成
さ
れ
る
よ

う
に
環
境
を
改
善
・
充
実
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
５
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

①　
く
る
み
ん
と
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん

　

く
る
み
ん
認
定
は
、「
一
般
事
業
主

行
動
計
画
」
に
定
め
た
目
標
を
達
成
す

る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
企
業

が
、「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
」
で
あ

る
と
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
厚
生
労

働
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
「
く
る
み
ん
」
と
い
う
愛
称

は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
大
事
に
包
ま
れ
る

「
お
く
る
み
」
と
、「
職
場
ぐ
る
み
・
会

社
ぐ
る
み
」
で
仕
事
と
育
児
の
両
立
に

取
り
組
む
「
○
○
ぐ
る
み
」
と
い
う
言

葉
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
く
る
み
ん
認
定
を
受
け
た

企
業
が
よ
り
高
い
水
準
の
取
組
み
を
行

な
い
一
定
の
基
準
を
満
た
す
と
、
特
例

認
定
（
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
）
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

く
る
み
ん
認
定
、
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み

ん
認
定
を
受
け
た
企
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
認
定
マ
ー
ク
を
商
品
や
広
告
等
に
付

け
て
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
で
あ
る

こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
６
月
末
時
点
で
、
く
る

み
ん
認
定
を
受
け
た
企
業
は
３
６
０
６

「くるみん認定」は、次世代法に基づき、一定の要件を満た
した企業を「子育てサポート企業」として認定する制度です。
認定基準が改正されるのを機に、改めて制度の内容と目的を
確認しましょう。

土田　香織
社会保険労務士法人 和
社会保険労務士

2022年４月から
「くるみん認定」基準が

改正されます
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社
、
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
認
定
を
受
け

た
企
業
は
４
４
０
社
で
し
た
。

②　
く
る
み
ん
認
定
の
し
く
み

　

く
る
み
ん
は
、
策
定
し
た
行
動
計
画

が
終
了
し
た
後
に
、
そ
の
都
度
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
で
に
認
定
を

取
得
し
た
企
業
も
、
行
動
計
画
ご
と
に

新
た
に
申
請
し
、
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
認
定
を
受
け
た

回
数
に
応
じ
て
、
マ
ー
ク
に
付
く
☆
の

数
が
増
え
る
し
く
み
で
、
そ
の
企
業
が

こ
れ
ま
で
に
何
回
く
る
み
ん
認
定
を
受

け
た
か
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

　

つ
ま
り
、
く
る
み
ん
は
認
定
の
取
消

し
事
項
に
該
当
し
な
い
限
り
、
新
た
な

目
標
に
向
か
っ
て
何
度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③　
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
の
し
く
み

　

一
方
、
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
に
認
定

さ
れ
る
の
は
、
１
企
業
に
つ
き
１
回
の

み
で
す
。

　

特
例
認
定
を
受
け
た
後
は
一
般
事
業

主
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に
毎
年
少
な
く

と
も
１
回
、
厚
生
労
働
省
が
運
営
す
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
両
立
支
援
の
ひ
ろ

ば
」
に
お
い
て
「
次
世
代
育
成
支
援
対

策
の
実
施
状
況
」
を
公
表
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
公
表
を
怠
っ
た
場
合
や
虚
偽
の

報
告
を
し
た
場
合
は
、
プ
ラ
チ
ナ
く
る

み
ん
認
定
の
取
消
し
事
由
に
該
当
し
ま

す
。
一
度
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
認
定
が

取
り
消
さ
れ
る
と
、
新
た
に
く
る
み
ん

認
定
を
取
得
し
な
け
れ
ば
、
プ
ラ
チ
ナ

く
る
み
ん
を
再
取
得
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

く
る
み
ん
も
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん

も
、
改
正
に
よ
っ
て
認
定
基
準
を
満
た

さ
な
く
な
り
、
取
消
し
事
由
に
該
当
す

る
ケ
ー
ス
も
起
こ
り
得
ま
す
。
認
定
を

取
得
し
た
後
も
、「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

企
業
」
と
し
て
の
取
組
み
を
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

く
る
み
ん
認
定
基
準

改
正
の
背
景

　

２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
、
く
る

み
ん
お
よ
び
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
の
認

定
基
準
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

に
は
、
次
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
ま

す
。

⑴
　
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正

　

２
０
２
０
年
の
雇
用
均
等
基
本
調
査

に
よ
る
と
、
女
性
の
育
児
休
業
取
得
率

は
81
・
６
％
で
８
割
を
超
え
て
い
る
の

に
対
し
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
は

12
・
65
％
で
し
た
。
初
回
調
査
以
来
過

去
最
高
で
あ
る
も
の
の
、
男
女
の
取
得

率
に
は
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
２
０
２
２
年
に
施

行
さ
れ
る
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
に

は
、
男
性
の
育
休
取
得
を
促
す
た
め
、

子
の
出
生
直
後
に
現
行
よ
り
も
柔
軟
に

取
得
で
き
る
休
業
制
度
の
創
設
や
、
職

場
環
境
の
整
備
を
義
務
付
け
る
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
社
内
風
土
や
職
場
の

雰
囲
気
に
よ
っ
て
取
得
状
況
に
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
、
事
業
主
に
対
し
て
取

得
の
申
し
出
を
し
や
す
い
職
場
環
境
の

整
備
や
、
制
度
の
利
用
対
象
と
な
り
得

る
従
業
員
へ
の
個
別
周
知
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

⑵�

　
男
性
の
家
事
・
育
児
参
加
と
女
性

の
就
業
継
続
の
関
係

　

厚
生
労
働
省
の
「
仕
事
と
生
活
の
調

和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

レ
ポ
ー
ト
２
０
１
９
」
に
よ
る
と
、

「
夫
の
家
事
・
育
児
時
間
が
長
い
ほ

ど
、
妻
の
就
業
継
続
割
合
が
高
く
、
ま

た
第
２
子
以
降
の
出
産
割
合
も
高
い
」

と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
性
が
家
事
・
育
児
に
主
体
的
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
女
性
の
雇
用
継

続
や
夫
婦
が
希
望
す
る
数
の
子
ど
も
を

も
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

⑶
　
不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援

　

２
０
２
１
年
２
月
に
改
正
さ
れ
た
一

般
事
業
主
行
動
計
画
策
定
指
針
で
は
、

不
妊
治
療
を
受
け
る
従
業
員
に
配
慮
し

た
措
置
の
実
施
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
の
晩
婚
化
な
ど
を
背
景
に
、
不

妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
が
増
加
し
、
働

き
な
が
ら
不
妊
の
検
査
や
治
療
を
受
け

る
人
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
厚
生
労
働
省
が
行
な
っ
た
「
平
成

29
年
度 

不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立
に

係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
総
合
的
調

査
」
に
よ
る
と
、
16
％
の
人
が
、
仕
事

と
治
療
の
両
立
が
で
き
ず
離
職
し
て
い

ま
す
。

　

仕
事
と
不
妊
治
療
の
両
立
を
困
難
に

し
て
い
る
要
因
と
し
て
は
、
精
神
・
体

力
面
で
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
や
、
通

院
回
数
が
多
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
側
に
不
妊
や
不

妊
治
療
に
対
す
る
正
し
い
知
識
が
不
足

し
て
い
て
、
企
業
内
の
支
援
が
進
ま
な

い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

図表1�　現行のくるみんマーク
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人
手
不
足
の
な
か
、
企
業
に
お
い
て

も
、
不
妊
治
療
を
受
け
な
が
ら
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
す
。

　

す
で
に
不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立
を

支
援
し
て
い
る
企
業
の
な
か
に
は
、
不

妊
治
療
の
た
め
の
休
暇
（
休
職
）
制
度

の
導
入
、
治
療
費
の
補
助
や
融
資
な

ど
、
独
自
の
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
る

例
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
治
療
を
行

な
っ
て
い
る
人
の
な
か
に
は
「
治
療
を

し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
れ
た
く
な
い
」

「
周
囲
に
気
を
遣
わ
れ
た
く
な
い
」
と

い
う
理
由
で
、
不
妊
治
療
を
し
て
い
る

こ
と
を
職
場
で
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

も
配
慮
で
き
る
支
援
策
と
し
て
、
誰
も

が
柔
軟
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
時
間
単

位
の
年
次
有
給
休
暇
、
時
差
出
勤
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
の
制
度
導
入
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

新
た
な
認
定
基
準
と

不
妊
治
療
の
両
立
支
援
マ
ー
ク

⑴
　「
ト
ラ
イ
く
る
み
ん
」
の
創
設

　

現
行
の
く
る
み
ん
認
定
と
同
等
の
認

定
と
し
て
、
新
た
に
「
ト
ラ
イ
く
る
み

ん
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
現
行
の
「
く
る
み
ん
」「
プ
ラ
チ

トライくるみん くるみん プラチナくるみん

※認定マークは未定（2021年12月末時点） ※４月１日以降は新マークに変更

●男性の育児休業等の取得関連

次の（1）または（2）のいずれかを満たしていること。
（1）　計画期間において、男性従業員のうち育児休業等を取得した者の割合が次のとおりであること。

７％以上 10％以上（現行7％以上）　※ 30％以上（現行13％以上）

（2）�　計画期間において、男性従業員のうち、育児休業等を取得した者および企業独自の育児を目的とした休暇制度を利用
した者の割合が、合わせて次のとおりであり、かつ育児休業等を取得した者が1人以上いること。

15％以上 20％以上（現行15％以上）　※ 50％以上（現行30％以上）

〈従業員数が300人以下の一般事業主の特例〉
　計画期間内に男性の育児休業等取得者または企業独自の育児を目的とした休暇制度を利用した者がいない場合でも、①
から④のいずれかに該当すれば基準を満たす。
①　計画期間内に、子の看護休暇を取得した男性従業員がいること（１歳に満たない子のために利用した場合を除く）。※
②�　計画期間内に、中学校卒業前（15歳に達した後の最初の3月31日まで）の子を育てる従業員に対する所定労働時間の
短縮措置を利用した男性従業員がいること。※
③�　計画期間とその開始前の一定期間（最長３年間）を合わせて計算したときに、男性の育児休業等取得率が次のとおり
であること。

7％以上 10％以上（現行７％以上）　※ 30％以上（現行13％以上）

④�　計画期間において、小学校就学前の子を養育する男性従業員がいない場合、中学校卒業前（15歳に達した後の最初の
３月31日まで）の子または小学校就学前の孫について、企業独自の育児を目的とした休暇制度を利用した男性従業員が
いること。※

●女性の育児休業等の取得関連

計画期間において、女性従業員の育児休業等取得率が、75％以上であること。※
〈従業員数が300人以下の一般事業主の特例〉
　計画期間内の女性の育児休業等取得率が75％未満だった場合でも、計画期間とその開始前の一定期間（最長3年間）を
合わせて計算したときに、女性の育児休業等取得率が75％以上であれば基準を満たす。※

図表２　育児休業等の取得に関連する認定基準の改正ポイント

※「くるみん」については、当該割合や当該従業員の数を厚生労働省のウェブサイト「両立支援のひろば」で公表していることが認定基準に加わる。
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　次の（1）または（2）のいずれかを満たしている
こと。
 （1）�　子を出産した女性従業員のうち、子の１歳誕生
日まで継続して在職（育児休業等を利用している
者を含む）している者の割合が90％以上であるこ
と。

 （2）�　子を出産した女性従業員および子を出産する予
定であったが退職した女性従業員の合計数のうち、
子の１歳誕生日まで継続して在職している者（子
の１歳誕生日に育児休業等を利用している者を含む）
の割合が70％以上（現行55％以上）であること。

〈従業員数が300人以下の一般事業主の特例〉
　計画期間中に（1）が90％未満でかつ（2）が70％
未満（現行55％未満）だった場合でも、計画期間と
その開始前の一定期間（最長３年間）を合わせて計算
したときに、上記の（1）が90％以上または（2）が
70％以上（現行55％以上）であれば、基準を満たす。

ナ
く
る
み
ん
」
の
認
定
基
準
が
見
直
さ

れ
ま
す
（
図
表
２
、
３
）。

　

ト
ラ
イ
く
る
み
ん
の
認
定
基
準
は
現

行
の
く
る
み
ん
と
同
じ
で
、
改
正
後

は
、
ト
ラ
イ
く
る
み
ん
認
定
を
受
け
れ

ば
、
く
る
み
ん
認
定
を
受
け
て
い
な
く

て
も
、
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
認
定
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑵�

　
不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
に

関
す
る
認
定
制
度
の
創
設

　

さ
ら
に
、
こ
の
３
種
類
の
く
る
み
ん

認
定
に
付
随
し
て
、
不
妊
治
療
と
仕
事

の
両
立
に
取
り
組
む
優
良
な
企
業
を
認

定
す
る
新
し
い
制
度
が
誕
生
し
ま
す

（
図
表
４
）。

み
ん
と
も
に
、
現
行
の
基
準
で
も
認
定

基
準
を
満
た
し
た
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
付
与
さ
れ
る
く
る
み
ん
マ
ー

ク
は
新
し
い
マ
ー
ク
で
は
な
く
、
現
行

の
マ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

②�　
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
認
定
の
取
消

し
に
関
す
る
経
過
措
置

　

プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
は
、
認
定
取
得

後
に
「
両
立
支
援
の
ひ
ろ
ば
」
で
公
表

し
た
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
実
施

状
況
」
が
２
年
連
続
で
同
じ
項
目
の
基

準
を
満
た
さ
な
か
っ
た
場
合
、
取
消
し

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
に
伴
い
、
公
表
前
事
業

年
度
が
２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
２

　

愛
称
と
マ
ー
ク
は
未
定
（
２
０
２
１

年
12
月
末
時
点
）
で
す
が
、「
○
○
ト

ラ
イ
く
る
み
ん
」「
○
○
く
る
み
ん
」

「
○
○
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
」
と
い
う

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
く
る
み
ん
認
定

と
一
体
的
に
表
示
・
活
用
で
き
る
も
の

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
　
認
定
基
準
改
正
に
伴
う
経
過
措
置

　

く
る
み
ん
、
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
の

認
定
基
準
等
の
改
正
に
伴
い
、
次
の
と

お
り
経
過
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①　
認
定
に
関
す
る
経
過
措
置

　

２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
２
０
２

４
年
３
月
31
日
の
間
の
認
定
申
請
に
つ

い
て
は
、
く
る
み
ん
、
プ
ラ
チ
ナ
く
る

０
２
３
年
３
月
31
日
ま
で
を
含
む
場
合

は
、
新
基
準
を
満
た
し
て
い
な
く
て

も
、
現
行
の
基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば

取
消
し
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

＊
　
＊
　
＊

　

く
る
み
ん
認
定
制
度
は
、
も
は
や
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
妊
娠
、

出
産
を
含
め
幅
広
く
支
援
す
る
企
業
の

認
定
制
度
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
を
機
に
、
企
業
の
実
情

に
合
わ
せ
た
取
組
み
を
行
な
い
、
さ
ら

な
る
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
、
優

秀
な
従
業
員
の
採
用
・
定
着
に
向
け
、

従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
向
上
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

ど
た
　
か
お
り　

専
門
商
社
に
て
人
事
労
務
業
務
に
９
年
間
従
事
し
た
後
、社
会
保
険
労
務
士
法
人 

和
に
入
社
。

２
児
の
育
児
休
業
を
経
て
、従
業
員
５
０
０
人
を
超
え
る
企
業
か
ら
数
名
の
企
業
ま
で
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

図表３�　女性の就業継続に関連するプラチナく
るみん認定基準の改正ポイント

図表４�　不妊治療と仕事の両立に取り組む企業
の認定基準

１．�　３種類のくるみんのうち、認定を受けようとす
るくるみんに応じた認定基準をすべて満たしてい
ること。

２．　次の（1）から（4）をいずれも満たしていること。
 （1）　次の①および②の制度を設けていること。 
　①�　不妊治療のための休暇制度（多様な目的で利用
することができる休暇制度や利用目的を限定しな
い休暇制度を含み、年次有給休暇は含まない）

　②�　不妊治療のために利用することができる、半日
単位・時間単位の年次有給休暇、所定外労働の制
限、時差出勤、フレックスタイム制、 短時間勤務、
テレワークのうちいずれかの制度

 （2）�　不妊治療と仕事の両立に関する方針を示し、講
じている措置の内容とともに社内に周知している
こと。

 （3）�　不妊治療と仕事の両立に関する研修その他の不
妊治療と仕事の両立に関する従業員の理解を促進
するための取組みを実施していること。

 （4）�　不妊治療を受ける従業員からの不妊治療と仕事
の両立に関する相談に応じる担当者を選任し、社
内に周知していること。

※�　不妊治療と仕事を両立しやすい職場環境整備に取り組む企業として
プラチナくるみん認定を受けた企業は、毎年少なくとも１回、２（1）
①の不妊治療のための休暇制度の内容、２（1）②の制度のうち講じ
ているものの内容、２（3）の不妊治療と仕事の両立に関する従業員
の理解を促進するための取組みの内容等について、公表日の前事業年
度における状況についても「両立支援のひろば」に公表する必要があ
る。
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